
『図説地理資料世界の諸地域ＮＯＷ2025』 訂正のお知らせ  

本書におきまして、記載に誤りがございました。次のとおり訂正いたします。 
ご迷惑をおかけいたしますこと、謹んでお詫び申しあげます。 
 
2025 年２⽉ 25 ⽇発⾏ 『図説地理資料世界の諸地域ＮＯＷ2025』 

本体/別冊 本体 
該当箇所 p.215 図 8「オーストラリアとニュージーランドの鉱⼯業の分布」 
【誤】 

 
【正】 
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〔Jacaranda Atlas 2007、ほか〕
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⬆ 7 金鉱山での露
ろ
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⬇ 9 鉄鉱石の運

うん

搬
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（オーストラリア、ダンピア近郊）
　オーストラリア最大の鉄鉱石産地であるピルバラ地区から産出さ
れた鉄鉱石は、港まで専用鉄道で運ばれる。

⬇ 10 鉄鉱石の輸出港（オーストラリア、ポートヘッドランド）

⬅ 8 オース
トラリアと
ニュージー
ランドの鉱
工業の分布

⬅ 11 オーストラリ
アとニュージーラ
ンドの輸出品目
読み解き オーストラリ
アとニュージーランド
の輸出品目の違

ちが

いを読
み取ろう。

豊富な鉱産・エネルギー資源鉱工業

　オーストラリアは、鉄鉱石や石炭、アルミニウムの原料となるボーキサイトな
ど鉱産・エネルギー資源が豊富である。日本や中国などアジアの国々への輸出が
多い。また、ハイテク産業に不可欠なレアメタル（希少金属）も産出される。
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